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令
和
４
年
８
月
４
日
（
木
） 

ロ
ー
タ
リ
ー
版 

「
私
の
履
歴
書
」
例
会 

     

会
員
57
名 

出
席
計
算
数 52

名
中
44
名
出
席 

出
席
率

84
・
62
％ 

前
々
回
出
席
率

94
・
00
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ 

支
援
金
贈
呈 

★
地
区
大
会
Ｐ
Ｒ
（
常
滑
Ｒ
Ｃ
） 

★
誕
生
日
の
お
祝
い 

★
渡
辺
社
会
奉
仕
委
員
長 

・
地
区
補
助
金
事
業「
子
ど
も
食
堂
」
案
内 

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
応
援
お
料
理
会
活
動
報
告 

★
鬼
頭
会
員 

 

合
唱
団
演
奏
会
案
内 

★
ロ
ー
タ
リ
ー
版
「
私
の
履
歴
書
」 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

 
 

 

（
歌
唱
な
し
） 

  

ゲ
ス
ト 

大
須
商
店
街
連
盟 

 

 

会
長 

堀
田 

聖
司
さ
ん 

大
須
商
店
街
連
盟
常
任
理
事 

名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
員 

 

吉
田 

和
正
さ
ん 

  

ビ
ジ
タ
ー 

常
滑
Ｒ
Ｃ 

地
区
大
会
実
行
委
員
長 

 

伊
奈 

輝
三
さ
ん 

〃 

実
行
委
員 

坂 
 

敬
裕
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

地
区
大
会
の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

常
滑
Ｒ
Ｃ 

伊
奈 

輝
三
さ
ん 

坂 
 

敬
裕
さ
ん  

大
須
商
店
街
連
盟 

堀
田
会
長
、吉
田
常

任
理
事
、
常
滑
Ｒ
Ｃ 

伊
奈
地
区
大
会 

実
行
委
員
長
、
坂
地
区
大
会
実
行
委
員
、

 

よ
う
こ
そ
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
へ 

加
藤
已
千
彦 

吉
田 

憲
一
・
藤
田 

 

澈 

大
上 

晃
延
・
横
川 

誠
人 

仲
林 

宏
昌
・
河
合 

誠
弥  

誕
生
月
で
す
。
家
内
も
誕
生
月
で
す
。

夫
婦
と
も
ど
も
８
月
生
ま
れ
で
す
。 

池
田 

修
人 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

内
藤 

啓
喜 

大
須
案
内
人
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
新
年
度
会
長
・
幹
事
さ
ん
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

岡
部 

快
圓  

早
く
異
常
な
暑
さ
が
平
常
に
な
る
様
に
。 

荻
巣 

賢
二 

暑
い
ね
ぇ
! ! 
だ
け
ど
空
の
雲
が
違
う
。

入
道
雲
が
無
い
! ! 

 

岡
田 

尚
彦 

９
月
11
日
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２
０
０

合
唱
団
第
31
回
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。 

鬼
頭 

茂
成 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
イ
ベ
ン
ト
無
事
に
終
わ
り

ま
し
た
。
山
口
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

渡
辺 

観
永 

今
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

深
谷 

昭
広 

ゲ
ス
ト
の
方
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

柗
井 

 

健 

妻
の
誕
生
日
で
す
。 

吉
田 

隆
彦
・
林 

 

順
治 

誕
生
月
で
す
。 

岡
部 

快
圓
・
堀
江 

英
弥 

木
村 

光
徳
・
杉
本 

忠
夫 

奥
さ
ん
の
誕
生
月
で
す
。
松
本 

哲
朗 

女
房
の
誕
生
月
で
す
。 

柴
岡 

正
将 

本
日
ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

酒
井 

 

修 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

加
藤
已
千
彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
さ
ん
、こ

ん
に
ち
は
。
コ

ロ
ナ
の
感
染
が

拡
大
し
て
お
り

ま
す
。
改
め
て
、

人
混
み
で
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
、

手
洗
い
、
う
が

い
を
し
っ
か
り 

し
て
感
染
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、本
日
の
ゲ
ス
ト
・
ビ
ジ
タ
ー
の

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

本
日
の
ゲ
ス
ト
は
、大
須
商
店
街
連
盟
、 

会
長
の
堀
田
聖
司
さ
ん
、
大
須
商
店
街 

連
盟
、常
任
理
事
、名
古
屋
大
須
案
内
人

ロ
ー
タ
リ
ー
地
域
社
会
共
同
隊
隊
員
の

吉
田
和
正
さ
ん
で
す
。 

本
日
の
ビ
ジ
タ
ー
は
、
常
滑
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
22-

23
年
度
地
区
大
会

実
行
委
員
長
の
伊
奈
輝
三
さ
ん
、
常
滑

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
22-

23
年
度
地

区
大
会
実
行
委
員
の
坂
敬
裕
さ
ん
で
す
。 

         

本
日
、８
月
４
日
は
、幕
末
か
ら
明
治

時
代
に
多
く
の
人
物
を
育
て
た
吉
田
松

陰
の
誕
生
日
で
す
。 

吉
田
松
陰
は
、１
８
３
０
年（
文
政
13

年
）
８
月
４
日
、長
州
藩
（
今
の
山
口
県
）

の
家
に
生
れ
ま
し
た
。
と
て
も
頭
の
よ

か
っ
た
松
陰
は
、幼
い
頃
か
ら
兵
学（
戦

い
方
を
学
ぶ
学
問
）
を
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。
わ
ず
か
９
歳
で
、
明
倫
館（
長
州

藩
の
学
校
）
で
講
義
す
る
な
ど
、
幼
い

頃
か
ら
そ
の
秀
才
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
中
国
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦

争
で
負
け
た
の
を
知
る
と
、
松
陰
は
自

分
が
学
ん
で
き
た
兵
学
が
時
代
遅
れ
で

あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、西
洋
の
兵
学
を
学
ぶ
た
め
に
、九
州

を
ま
わ
っ
て
勉
強
し
た
の
ち
、
江
戸
で

佐
久
間
象
山
と
い
う
思
想
家
の
弟
子
に

な
り
ま
す
。 

 

当
時
の
日
本
は
鎖
国
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
象
山
の
影
響
で
ま
す
ま
す
西
洋

文
化
に
興
味
を
も
っ
た
松
陰
は
、
何
度

も
密
航
を
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
失
敗

に
終
わ
り
、
長
州
藩
に
送
り
返
さ
れ
て

囚
わ
れ
の
身
と
な
り
ま
し
た
。 
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家
か
ら
出
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
松

陰
は
、
叔
父
が
開
い
て
い
た
「
松
下
村

塾
」
を
引
き
継
ぎ
、
若
者
に
学
問
を
教

え
始
め
ま
す
。
生
徒
に
は
、
初
代
内
閣

総
理
大
臣
の
伊
藤
博
文
の
ほ
か
、
の
ち

に
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
た
山
県
有
朋

や
、
幕
府
を
倒
す
運
動
で
活
躍
し
た
高

杉
晋
作
な
ど
多
く
の
人
物
が
育
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

 

松
下
村
塾
で
若
者
た
ち
に
学
問
を
教

え
て
い
た
あ
る
日
、
天
皇
の
許
し
を
得

な
い
ま
ま
、
江
戸
幕
府
が
ア
メ
リ
カ
と

条
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
知
り
、
松
陰
は

激
し
く
怒
り
、
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
松
陰
は
江
戸
幕
府
の
老
中
の
暗
殺

を
計
画
し
、
幕
府
に
呼
ば
れ
た
際
に
、

自
ら
の
計
画
を
幕
府
に
話
し
て
し
ま
い

ま
す
。
松
陰
は
信
念
を
も
っ
て
話
せ
ば
、

相
手
は
必
ず
わ
か
っ
て
く
れ
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
行
動
で
し
た
が
、
こ

の
計
画
を
聞
い
て
驚
い
た
幕
府
は
、
す

ぐ
に
松
陰
を
捕
ら
え
て
処
刑
し
ま
し
た
。 

１
８
５
９
年
の
こ
と
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
松
陰
の
教
え
は
弟
子
た
ち

に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
の
明
治
維
新

の
大
き
な
活
力
と
な
り
ま
し
た
。 

松
下
村
塾
は
私
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
塾
舎
は
今
で
も
松
陰
神
社

の
中
に
現
存
し
て
お
り
、
２
０
１
５
年

に
世
界
遺
産
と
な
り
ま
し
た
。 

 

松
下
村
塾
が
あ
る
山
口
県
は
、
歴
代

首
相
を
最
も
多
く
輩
出
し
て
い
る
県
で
、

初
代
総
理
大
臣
の
伊
藤
博
文
か
ら
現
在

の
岸
田
文
雄
総
理
ま
で
64
名
の
総
理

大
臣
の
内
、
８
名
の
歴
代
総
理
を
輩
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
２
番
目
に

多
く
の
総
理
大
臣
を
輩
出
し
て
い
る
の

は
東
京
都
で
５
名
、４
名
輩
出
し
て
い
る

の
は
岩
手
県
、群
馬
県
、広
島
県
で
あ
り

ま
す
。
愛
知
県
は
、
２
名
（
加
藤
高
明
、

海
部
俊
樹
）
の
総
理
大
臣
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。 

昨
今
、
民
主
主
義
と
権
威
主
義
が
ぶ

つ
か
り
合
い
、
分
断
さ
れ
た
混
沌
と
し

た
世
界
情
勢
を
鑑
み
て
、
武
力
で
は
な

く
知
恵
を
出
し
合
っ
て
世
界
を
平
和
に

導
い
て
い
く
志
の
高
い
リ
ー
ダ
ー
が
数

多
く
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

今
日
も
一
日
、
皆
が
笑
顔
で
楽
し
く

過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
ご
清
聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

１
８
３
０
年
８
月
４
日 

吉
田
松
陰
の
生
誕
日 

  

名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
支
援
金
贈
呈 

社
会
奉
仕
委
員
長 

渡
辺 

観
永 

 

        

当
ク
ラ
ブ

が
２
０
１
９

年
３
月
14
日

に
提
唱
し
、

国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
よ
り
認

証
を
受
け
て

結
成
さ
れ
た

「
名
古
屋
大 

須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
」
へ
活
動
支
援
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。「
大
須
案
内
人
」
は
、

大
須
商
店
街
に
属
す
る
名
所
旧
跡
・
神

社
仏
閣
と
と
も
に
大
須
商
店
街
の
案

内
・
紹
介
等
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
で
、
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
２
０
１
０
年
３
月
か
ら
大 

須
商
店
街
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
を
拠
点
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
観
光

の
街
と
し
て
大
須
地
域

発
展
の
た
め
に
末
永
く

活
動
で
き
る
よ
う
、
提

唱
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
継

続
し
た
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

地
区
大
会
Ｐ
Ｒ 

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
：
常
滑
Ｒ
Ｃ 

地
区
大
会 

実
行
委
員
長 

伊
奈 
輝
三
さ
ん 

実
行
委
員 

坂 
 

敬
裕
さ
ん 

今
年
の
地
区
大
会
は
、
常
滑
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ホ
ス
ト
を
つ
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
篭
橋
ガ
バ
ナ
ー
か

ら
は
、
出
席
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
楽
し
め 

る
大
会
に
、

そ
し
て
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
の

ロ
ー
カ
ル
カ

ラ
ー
を
出
し

た
運
営
を
と

の
ご
意
向
を

お
聞
き
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
昨
年

の
地
区
大
会

に
お
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
、

会
員
の
皆
様

の
地
区
大
会

に
対
す
る
ご

要
望
を
お
聞

か
せ
い
た
だ 

き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
お
応
え
で 

き
る
よ
う
な
企
画
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

記
念
講
演
の
講
師
に
は
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
株
式
会
社 

取
締
役
会
長
の
内
山 

田
竹
志
氏
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
の
で
、

大
い
に
ご
期
待
い
た

だ
け
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。 

常
滑
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
一
同
、

心
を
こ
め
て
田
舎
の
お
も
て
な
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆

様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

22-

23
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー 

第
２
７
６
０
地
区 

地
区
大
会 

大
会
第
１
日
目 

11
月
12
日
（
土
）

 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

大
会
第
２
日
目 

11
月
13
日
（
日
）

 

於 

愛
知
県
国
際
展
示
場 

 
 

A
ic

h
i S

k
y
 E

x
p

o
 

記
念
講
演
（
大
会
第
２
日
目
） 

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
を
目
指
し
て
～
水
素
社
会
実

現
へ
の
取
組
み
～
」 

講
師
：
内
山
田
竹
志
氏 

［
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
取
締
役
会
長
］ 

 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た 

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
取
組
み
と
、
そ
の
達

成
の
鍵
と
な
る
水
素
社
会
実
現
へ
の
取

組
み
を
、
中
部
地
方
や
日
本
の
事
例
を

交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
講
演
内

容
に
沿
っ
た
展
示
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
版
「
私
の
履
歴
書
」 

会 

長 

加
藤
已
千
彦
さ
ん 

副
会
長 

尾
上 

 

昇
さ
ん 

幹 

事 

吉
田 

憲
一
さ
ん 

 

８
月
25
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
増
強
卓
話 

地
区
会
員
増
強
委
員
長 

名
古
屋
錦
Ｒ
Ｃ 

石
井 

弘
子
さ
ん  

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

木
村 

光
徳
・
近
藤
宏
一
郎 

荻
巣 

賢
二
・
藤
田 

 

澈 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


